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　1977年レニングラード生まれ。モスクワ音楽院でヴィルサラーゼに師事し、2003年にはチューリヒのゲザ・アンダ国際コンクールで優勝。以後ゲルギエフ、アシュケナージ、ナガノらの指揮でロンドン響、マリインスキー劇場管、モントリオール響、N響などと共演、ウィーン・コンツェルトハウスやフィルハーモニー・ド・パリなどで定期的にリサイタルを開いている。2019/20年シーズンはローマ・サンタ・チェリーリア管やロイヤル・フィルなどに招かれ、ほかにもロンドンのインターナショナル・ピアノ・シリーズや、アムステルダムのコンセルトヘボウでのマスター・ピアニスト・シリーズに登場する。録音も多く、ラフマニノフ、シューマン、ラヴェル、スクリャービンの作品集を出し、最新盤はゲルギエフ指揮マリインスキー劇場管との共演によるプロコフィエフのピアノ協奏曲第4番。ショパン作品集はショク賞やディアパゾン誌の５つ星を獲得した。
スタインウェイの専属アーティスト。
